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研究要旨 

【目的】2018 年に作成された“新アルコール・薬物使用障害の診断治療ガイドライン”

では、アルコール使用障害の治療目標の選択肢として飲酒量低減が加わり、2019 年 3 月

には飲酒量の低減を目的としてナルメフェンが発売された。 

本研究では、ナルメフェンを処方された患者、主治医、保険薬局薬剤師を対象にアン

ケート調査を行い、飲酒量低減薬等の薬物療法の実施状況や、継続服用につながる要素

を調べることを目的としている。 

【方法】久里浜医療センターにて 2019 年 3 月から 2020 年 9 月までにナルメフェンを

2 回以上処方され、かつ 2020 年 9 月から 11 月まで受診履歴のある患者 54 名およびそ

の主治医を対象にアンケート調査を行った。本年度は、患者アンケートの解析と、薬局、

患者アンケートのコメントについての解析を行った。 

【結果と考察】患者アンケートでは 54 名中 34 名から回答が得られた。患者の飲酒頻

度、飲酒量の結果では問題飲酒者が多かった。ナルメフェンの効果を感じるものの、不

快の副作用のために服用を中断する患者が比較的多くみられた。調剤薬局のコメントに

ついての質的な解析では、大きく分けて処方制限、服用方法、サポート方法についての

問題が挙げられた。 

【結論】ナルメフェンの効果は自覚している患者は比較的多いものの、不快な症状のた

めに継続できない患者が多く、副作用の軽減の工夫が求められる。 
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A．研究目的 

我が国でのアルコール依存症の治療目

標は従来断酒のみであったが、2018 年に

作成された“新アルコール・薬物使用障

害の診断治療ガイドライン”では、新た

に治療目標の選択肢として飲酒量低減が

加わった。そして、2019 年 3月に飲酒量

の低減を目的としてナルメフェンが発売

され、当院でも発売初期から多くの患者

に処方されている。 

しかしながら、約半数の患者が 1回で

処方が終わってしまう一方で、継続処方

されている患者は当院で減酒治療が行わ

れる以前から通院している患者が多かっ

た事から本来は断酒が必要と思われる患

者にも減酒という治療の選択肢が与えら

れ、継続できていることがうかがえた。 

本研究では、ナルメフェンを処方され

た患者、主治医、薬局薬剤師を対象にア

ンケート調査を行い、飲酒量低減薬等の

薬物療法の実施状況や、継続服用につな

がる要素を調べることを目的としてい

る。 

 

B．研究方法 

 

久里浜医療センターにて 2019 年 3月か

ら 2020 年 9月までにナルメフェンを 2回

以上処方され、かつ 2020 年 9月から 11月

まで受診履歴のある患者 54名およびその

主治医を対象にアンケート調査を行った。

また、横須賀・三浦医療圏内でナルメフェ

ンの購入実績のある保険薬局の薬剤師を対

象にナルメフェンの服薬指導状況等のアン

ケート調査を行い、医師・患者・薬剤師の

ナルメフェンの印象から継続服用につなが

る要素を調べた。本年度は、患者アンケー

トの解析と、薬局、患者アンケートのコメ

ントについての解析を行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、久里浜医療センター倫理審査

委員会にて承認を受け行っている。特に公

開すべき利益相反はない。 

 

C．研究結果 

 調査対象は、患者 54名、医師 10名、保

険薬局 42施設であった。2021 年 6月まで

に、患者 40名、医師 9名、保険薬局 27施

設から回答を得ている 

患者へのアンケート調査では、対象５４

名中３４名から回答があった。有効回答

33名中、飲酒量、飲酒頻度については、

週に 4回以上飲酒すると答えた者が 21名

おり、1日 6ドリンク以上の多量飲酒を毎

日あるいはほとんど毎日すると答えた者が

10名いるなど、問題飲酒者が多くみられ

た。 

ナルメフェンの服用については、31名

中およそ半数の 15名がナルメフェンの効

果を感じたと答えており、5名は初めは効

果を感じたが、次第に感じなくなったと回

答しており、効果を感じなかったものは 0

名であった。およそ半数はナルメフェンを

中止していた。効果を感じて、もう服用し

ていない理由は、5名中 4名が不快な症状

が出たことによる中止であり、減酒・断酒

に成功したため中止となったのは 1名だっ

た。効果がないと感じたがセリンクロを飲

んでいた患者は理由に「不快な症状が出た

ためもう使いたくない」と記載していた。 

さらに、調剤薬局、患者のアンケート回

答内容のコメントについての質的な解析を
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行った。ナルメフェンをどのようにしたら

普及できるのかについての調剤薬局のコメ

ントは、大きく分けて処方制限、服用方

法、サポート方法についての問題が挙げら

れた。患者アンケートでは、（1）効果を感

じる患者とそうでない患者がいる（2）酒

量が減った事の自覚あり（3）服用により

不快感が出たり体調が悪くなる場合がある 

（4）服用により家族が安心するといった

意見があった。 

 

D．考察 

患者アンケート調査の結果からは、ナル

メフェンの効果を感じるものの、不快の副

作用のために服用を中断する患者が比較的

多くみられた。アカンプロサートと比べて

効果を自覚している患者も多いため、不快

な症状を最小限にする投薬上の工夫が求め

られる。 

ナルメフェンの使用をより普及するため

の要素としては、薬剤師アンケートから

は、処方制限の緩和、服用方法についての

指導の最適化が課題として挙げられた。 

 

E．結論 

患者アンケートからは、ナルメフェンは

患者が効果を実感できることも多いが、副

作用としての不快な症状を経験することも

多く、そのことが服薬継続率の低下につな

がっていることが推測された。ナルメフェ

ンの使用を促進するためには、処方制限の

緩和や服薬サポートが重要と考えられた。 

断酒できた患者のナルメフェンの継続割

合の中央値は 34.4％であり、継続日数を延

ばすことだけにこだわらず、患者の治療年

数や重症度により治療目標を選択すること

が重要と思われる。患者はナルメフェン服

用終了後も継続して治療を受けており、ナ

ルメフェンの継続期間を延ばすだけでなく、

飲酒量低減もしくは断酒のための継続的な

サポートが必要である。 

患者へのアンケート調査では、服薬の効

果を自覚はしているものの、副作用のため

に服薬を中断するものが比較的多くみられ

た。 
 

Ｆ．健康危険情報 

特になし。 

  

G．研究発表 

特になし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 特になし 
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*DRL: Drinking Risk Level
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患者アンケート調査による患者の飲酒頻度、飲酒量、多量飲酒頻度 

 

 

患者アンケート調査によるナルメフェンの効果と服用頻度 

  セリンクロ錠®を飲む回数   

セリンクロ錠®を飲んで効果を感じたか 

お酒を飲む

日だけ 

もうセリンクロ錠®は 

飲んでいない 毎日 総計 

ある 6 5 4 15 

ない 1 7 2 10 

初めは感じたが、次第に感じなくなった 1 2 2 5 

(空白)  1  1 

総計 8 15 8 31 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルコール含有飲料を飲む頻度 0.　ない
1.　1 カ月に 1

度未満 2.　 1 カ月に 1 度 3.　1 週に 1 度
4.　毎日あるい
はほとんど毎 (空白) 総計

0. 飲まない 2 1 3 6
1.　3 ～ 4 ドリンク 1 1 2
3.　7 ～ 9 ドリンク　 1 1
(空白) 1 2 3
1. 1か月に1度以下 1 1
1.　3 ～ 4 ドリンク 1 1
2. 1 カ月に 2 ～ 4 度 1 1
1.　3 ～ 4 ドリンク 1 1
3. 1 週に 2 ～ 3 度 1 1 1 1 4
1.　3 ～ 4 ドリンク 1 1 2
2.　 5 ～ 6 ドリンク位 1 1
3.　7 ～ 9 ドリンク　 1 1
4.1 週に 4 度以上 2 3 1 5 10 21
0.　1 ～ 2 ドリンク 1 1
1.　3 ～ 4 ドリンク 1 2 1 2 1 7
2.　 5 ～ 6 ドリンク位 1 2 3 6
3.　7 ～ 9 ドリンク　 1 2 3
4.　10 ドリンク以上 4 4

総計（アルコール含有飲料を飲む頻度） 5 5 3 6 11 3 33

1度に6ドリンク以上飲酒する頻度

飲
酒
す
る
時
に
飲
む
量
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調剤薬局へのアンケート（対象 27 施設）の解析 

「服薬指導を通して、患者様にナルメフェン錠を継続して 

服用して頂くためにはどうしたら効果的か？」 

 

 

20 施設からの回答を分析した 

＜処方制限への意見＞ 

• セリンクロを処方できる病院が増えると良い 

＜服用の問題点＞ 

• 服用するタイミングが難しい 

• 効果を過信しすぎる患者が多い 

＜サポート方法＞ 

• 薬の副作用や対処法を指導する 

• 飲酒量が減ったこと、良かったエピソードを評価する家族の協力が重要 

• 継続的なサポートが重要 

（KＨ coder を用いて分析） 
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患者へのアンケート（対象者 34 名）の解析 

 

 

「セリンクロを服用した感想とその理由」  

25 名の患者の回答を分析した 

• 効果を感じる患者とそうでない患者がいる 

• 酒量が減った事の自覚あり 

• 服用により不快感が出たり体調が悪くなる場合がある 

• 服用により家族が安心するという意見もあった 

（KＨ coder を用いて分析） 

 


